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 ～はじめに～ 

 

 令和４年３月に作成した「ハンドブック」や、その後周知した別冊「実践編」「実

践編Ⅱ」において、支持的風土を醸成するための「仕組みづくり」「人間関係づくり」

「教室環境づくり」等を紹介してきました。 

 これらの実践は、生徒指導提要（令和４年

１２月）に示されている生徒指導の重層的

支援構造（図１）の常態的・先行的（プロア

クティブ）生徒指導に当てはまります。これ

は、全ての児童生徒を対象とした生徒指導

で、児童生徒に対する日々の声かけや励ま

し、対話等により、発達を支える「発達支持

的生徒指導」と、生徒指導の諸課題の未然防

止をねらいとした意図的・組織的・系統的な

教育プログラムを実施する「課題未然防止教

育」の積極的な先手型の生徒指導です。 

 支持的風土の醸成された学校づくりを進めていくには、常態的・先行的（プロアク

ティブ）生徒指導を意図的に、各教科、道徳教育、総合的な学習（探究）の時間、特

別活動等と密接に関連させて学校の教育活動全体を通じて取組を進めていく必要が

あります。このうち、道徳教育は、生徒指導と密接に関係があり、道徳教育で培われ

た道徳性を、生きる力として日常の生活場面に具現化できるよう支援することが生

徒指導の大きな働きとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図１ 生徒指導の重層的支援構造 

 

 

Ａ中学校が、今までどおりの教育活動をしていれば、暴力行為が２０件、不登校生徒が２０

人になっていたところを、プロアクティブな生徒指導として「自己理解を深める」活動や「マ

イナスの感情が生まれた時の対処法」を考える活動等を取り入れ、暴力行為が１０件、不登校

生徒が１０人に抑えることができたというような取組です。生徒が自己に気づき、望ましい行

動をとれた時（攻撃的な対処を選ばなかった、悩みを相談できた等）に、教職員が評価をし

て、ポジティブなフィードバックを年間通して続けることで毎日行う植物の水やりのように、

児童生徒の望ましい成長を支持することができます。 

 学校として取り組んでいるプロアクティブな生徒指導について教職員が共通理解し、その取

組を意識して実践することで、児童生徒の望ましい変化に気づきやすくなります。また、教職

員における児童生徒個人の振り返り等を見る視点が変化し、個人の良い点を認 

められる機会が増えることで、児童生徒の自己効力感が高まり、成長につなが 

ります。様々な学校のプロアクティブの取組が単発で終わることなく、年間通 

して児童生徒に実践し続けることで、効果を実感しやすくなります。 

コラム：プロアクティブな生徒指導って、いったいどんなもの？ 
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「実践編Ⅲ」では、学級、学校の支持的風土を醸成するために常態的・先行的（プ

ロアクティブ）生徒指導における「道徳教育」と関連している実践を紹介します。 

 まず、生徒指導と道徳教育の関係について説明します。 

 

◎ 生徒指導と道徳教育の相互関係 

生徒指導の定義【児童生徒が社会の中で自分らしく生きることができる存在へと、

自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動】と道徳教育の目標【自己の

生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく

生きるための基盤となる道徳性を養うこと】の関係について、生徒指導提要では、以

下のように密接な関係にあることが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳性を養うことで児童生徒の日常における道徳的実践がより確かなものになり、

社会の中で自分らしく生きることができる存在となることから、道徳教育は支持的

風土を醸成するために大きな役割を担っています。 

また、道徳教育は道徳科の授業だけでなく、学校の教育活動全体を通じて行うもの

であり、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的

に考え、自己の生き方についての考えを深めていく必要があります。そのため、教職

員全員が道徳的諸価値について理解を深めることは、日頃の児童生徒に対する声か

けや対話に変化が生まれ、児童生徒の道徳性に影響を

与え、望ましい変化に繋がります。 

 

 

  

児童生徒の人格のよりよい発達を目指すものであり、 

学校の教育活動全体を通じて行うという点で共通 

道徳教育で培われた道徳性を、生きる力として日常の生活場面に 

具現化できるよう支援することが生徒指導の大切な働き 

道徳教育 生徒指導 

【生徒指導提要 2.3.1 道徳教育と生徒指導の相互関係】抜粋 
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 ①学校の課題から取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 各月の「愛」をテーマにした取組 
 月ごとに「愛（あい）」が含まれるテーマを提示し、望ましい姿を示すことで、学校全体で目指す児童の

姿の共有化を図った。 

 

◇ 活動の流れ   

校長室の前に、学校教育目標と今

月の「あい」のテーマを掲示し、

児童が常に目指す姿とテーマの

つながりを意識させる。 

先月までの「あい」のテーマは玄                    

関前に掲示し、児童にこれまでの 

取組の積み重ねとして示すとと 

に、地域・保護者にも周知に努 

めている。 

時期 テーマと活動内容 

４
月 

テーマ「であい」 

学校長から「であい」の大切さについての講話 

５
・
６
月 

テーマ「あいさつ」 

気持ちの良いあいさつができた児童に、あいさつ名人カード

を渡す取組を実施。 

７
・８
月 

テーマ「あいて」 

学校長から「あいてを想う」ことの大切さについての講話。 

 
９
月 

テーマ「Smile（スマイル）」 

児童からの「スマイルエピソード」を毎週「校長先生ラジオ」

で紹介。 

月 

テーマ①「たすけあい」 

縦割りグループで学校中を周り、レクリエーションを楽しむ

児童会活動「春っ子まつり」と関連付けて実施。 

テーマ②「きあい」 

運動会に関連付けて、学校長から「きあい」を自分に入れる

大切さについての講話。 

 

・  
 

月 

テーマ「あいづち・アイコンタクト」 

学校長から話を聞く態度、姿勢の改善を意図した「あいづち・

アイコンタクト」の大切さについての講話。 

〈学校の課題と取組〉 

相手の想いを推し量り、良好な人間関係を築くことが苦手な児童が多いという課題

から、学校教育目標「みずから伸びる ともに伸びる～人を大切にする・チャレンジ

する・つながる～」実現のために「相手を大切に思う『愛』」を大切にするための取組

を考えた。各月に「愛」をテーマにした取組を行い、支持的風土を醸成していく。 

A⑷個性の伸長 B⑴親切,思いやり 春日野小学校 

11 

10 

12 
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５月：あいさつ名人カードの取組  

  あいさつ名人カードを全教職員が持ち、気持

ちの良いあいさつができている児童に対して

教職員がカードを渡す。あいさつ名人カードは

ランクがあり、初めは黄色のカードを児童に渡

す。児童が黄色の名人カードを５枚集めたら、

オレンジ色の名人カードを渡す。オレンジ色の

名人カードを５枚集めた児童は「あいさつリー

ダー」となる。「あいさつリーダー」になった児

童へ名札に付けることのできる「あいさつリー

ダー」カードを渡し、全校放送で紹介するとと

もに名前を掲示する。 

あいさつリーダーを全体に周知することにより、 

学校全体で目指す姿の共有化につなげた。 

  

 ９月：スマイルエピソードの取組 

  いじめ防止月間と関連付けた取組として実施する。  

「相手を大切にする言葉や行動から笑顔が生まれる」

を合言葉に、笑顔が生まれた「スマイルエピソード」

を児童から募集し、投稿されたエピソードは、毎週金

曜日に「校長先生ラジオ」で紹介する。児童のエピソ

ードだけでなく、教職員のエピソードも紹介すること

で、児童の視点だけでなく、大人の視点で笑顔が生ま

れる言動も理解する機会を設ける。 

 

１０月：春っ子まつりの取組 

 縦割りグループで、児童が考えて準備したゲームを楽

しむことを通して異学年が関わる中で、児童同士で「た

すけあい」の意識が生まれ、遊びの中で児童一人一人が

支援すること、支援されることの大切さに気づく。 

 

校長の講話の具体的な内容 

  校長が全校朝会等の機会に、毎月の「あい」のテー  

 マについて講話する。講話は、児童が分かりやすいよう 

に具体例を話したり、その月の取組の説明をしたりする 

等の工夫をしている。例として、「あいづち」のテーマの 

時には、「学びのスタンダード」として全教室に掲示して 

いる、聞く力育成のための「あいづち あ・い・う・え・ 

お」のを活用して講話をする。 

 

 

 

 

まずは、挨拶についてのエピソード。A さんからです。「朝、思い切って、

知らない人にも挨拶をすると、その人が笑顔になってくれました。」とい

う投稿。B さんは「黄色い旗を持っている保護者の方に挨拶をすると、

にっこりした顔で「いってらっしゃい」と言ってくれました。」とのこと。挨

拶は、した方もされた方も、笑顔になるのですね。（中略） 

最後は、D 先生からのエピソードです。「一斉下校の日、傘がなくて困

っていた Eさんに、Fさんと、Gさんが、優しく声をかけたり、交代で傘に

入れてあげたりしていました。２人の笑顔と、心のあたたかさに胸がい

っぱいになりました。ありがとう！」とのことでした。きっと、優しくしてもら

ったEさんも、笑顔になっていたことでしょう。優しい気持ちや笑顔って、

つながっていきますね。      【「校長先生ラジオ」の内容（一部）】 

あ…

あ
ぁ
、
な
る
ほ
ど
！
（
納
得
） 

い…

い
い
考
え
だ
ね
。（
共
感
） 

う…

う
ん
う
ん
。（
関
心
） 

え…

え
っ
？
そ
う
か
な
。（
疑
問
） 

お…

お
ぉ
、
お
な
じ
！
（
同
意
） 

〇  「あい」というテーマで毎月、望ましい姿を示すことで、児童の望ましい言動に対して教職員や

児童が気づきやすくなり、肯定的な評価をしやすくなります。児童一人一人が肯定的なフィード

バックを受けることで、望ましい言動は強化され、その積み重ねが学校の支持的風土を醸成させ

ることにつながります。 
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 ①学校の課題から取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自己や仲間の良さに気づく取組 

いいね！カード週間の設定  

  設定したテーマ（挨拶等）に沿って、教師は生徒の適切な言動を   

肯定的に評価し、「いいね！カード」を渡す。生徒は肯定的評価を  

してもらうことによって、自己の良さに気づく機会を増やすこと  

ができる。 

 

 クラスの木にいいね！の実をつけよう週間の設定  

  教師は、生徒の良い言動や積極的な言動に対して「いいね！の実」  

を渡し、渡された生徒は、教室に掲示してある「いいね！の木」に  

貼る。学級全体で掲示することにより、仲間の良さに気づく機会と 

なり、生徒一人ひとりの学級の所属感を高めることができる。 

 

「ほみは」の取組  

 ほ＝「褒める」、み＝「認める」、は＝「励ます」という視点で、帰   

りの SHRで各班にカードを配付し、班内の生徒に向けて各自で記入  

させる。各班のカードを集計した係の生徒が、学級で発表し、共有す 

る。生徒の意見から認め合い、支え合う（支持的風土）言動を共有す   

ることで、学級での望ましい言動を共有することができる。 

 

○ 教師にとって“当たり前”と感じている言動でも、生徒は言葉にして「いいね！」と言

われると「自分のことを認めてもらえた」と感じ、望ましい言動は強化されます。初めは、

「先生に認められたい」という外発的な動機であっても、積み重ねていくうちに、その言

動は内在化（他人や社会の基準、価値等を取り入れ自己のものにすること）され、生徒の

主体的なものになります。教師は生徒に対して肯定的な評価を継続することが大切です。 

○ 生徒同士が友達の良いところに目を向けることで、それぞれの良い言動に意識が向き、

友達を認め合える風土が醸成します。また、生徒から出た「ほみは」の言動によって、

どのようなポジティブな感情が生まれるか等を学級で話し合うことで、自己理解や相手

理解を深める機会にもなります。 

〈学校の課題と取組〉 

五日市南中学校の課題の一つに、全体的にやや主体性に欠け、自尊感情の低い生徒

がいることがある。このことから、短期経営目標に「自尊感情・道徳性の醸成」を掲

げており、生徒たちが、自身や学級の良さに気づき、互いの良さを認め合える機会を

設定するなど、生徒が主体的に活動できる取組から支持的風土を醸成していく。 

A⑶個性の伸長 B⑼相互理解,寛容 五日市南中学校 

A くんへ 

 給食がこぼれたとき、一緒

に拭いてくれてありがとう。

おかげで、早く片付いたよ。 

                Bより 
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○ 生徒が主体的に支持的風土を醸成するための取組 

「スマイルタイム」の取組 

 「スマイルタイム」とは、学級をよりよくするために、生徒全員に「学級力アンケート」を

とり、学級の「良いところ」と「課題」を明確にし、課題解決の方法を検討する学級活動。 

 活動の流れとアンケート項目、レーダーチャートは以下のとおり。 

 

◇ 活動の流れ                       ◇ レーダーチャートの一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 学級力アンケート【それぞれの項目を４段階で回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 例に挙げている学級では、学級での「協調力」やお互いを認め合える等の「安 

心力」というところが良いところと考えることができました。しかし、時間厳守 

や、学習規律が課題だと考え、解決するための方法として、①先生の表情を見る。 

②時計を見て行動する。の二つを学級の話し合いで決めて取り組みました。 

 

○ 生徒のアンケートから数値化された学級力を生徒同士が分析して、生徒自身が学級の

「良いところ」と「課題」を考えさせることで、生徒自身が大切にします。 

   ○ 教員は、学級で考えた「良いところ」と「課題」を日々の振り返りに活用し、学級が「良

いところ」を大切にし、「課題」に前向きに取り組めるよう、指導に繋げていきましょう。 

 活動内容 
６
月
中
旬
～
下
旬 

生徒は Google Formで「学級力アンケート」に回答する。 

教職員は、Google Formで集計したデータをもとに各学級のレー

ダーチャートを作成する（分類ごとのレーダーチャートも作成）。 

作成したレーダーチャートをもとに、学活の授業で、各学級の「良

いところ」と「課題」それぞれ２つずつまとめる。 

「課題」については、解決するための方法を話し合い、まとめる。 

９
月 

学級でまとめた「課題」を解決するために取り組む。 

随時、教職員や生徒同士で学級の取組を振り返る。 

分類 学級力アンケートの内容 

達
成
力 

①目  標：みんなで決めた学級目標に力を合わせて取り組んでいる学級です。 

②改  善：自分たちの学習や生活をよくするための話し合いや活動をしている学級です。 

③役  割：係や当番の活動に責任を持って取り組む学級です。 

④団  結：生徒会で決めた活動や学校行事に、団結して取り組んでいる学級です。 

自
律
力 

⑤主体性：学年や学校のためになる活動を提案して、進んで取り組んでいる学級です。 

⑥時 間：集合の時間、授業開始の時間、活動終了の時間などを守る学級です。 

⑦運 営：学級会では、司会や記録を自分たちで担当して話し合いを進める学級です。 

⑧けじめ：楽しむ時とまじめに集中する時のけじめをつけることができる学級です。 

対
話
力 

⑨聞 く 姿 勢：発言している人の話を最後までしっかりと聞いている学級です。 

⑩つ な が り：友だちの話に賛成・反対・つけたしと、つなげるように発言している学級です。 

⑪積極性：話し合いの時、考えや意見を進んで出し合う学級です。 

⑫合意力：異なる意見や提案をよく聞いて、話し合いをまとめることができる学級です。 

協
調
力 

⑬支 え 合 い：家庭学習や考査前学習などで、教え合いをしている学級です。 

⑭修 復：小さなけんかやトラブルは、話し合いで解決できる学級です。 

⑮感 謝：「ありがとう」を伝え合っている学級です。 

⑯協 力：授業中、グループ学習や班活動でよく協力している学級です。 

安
心
力 

⑰認 め 合 い：友だちの良いところや頑張りを認め合っている学級です。 

⑱尊 重：友だちをばかにしたり、からかったりせず、一人一人の心や命を大切にする学級です。 

⑲仲 間：男女の仲がよく、共に学んだり活動したりしている学級です。 

⑳平 等：友だちの間に上下関係がなく、誰とでも平等に接している学級です。 

規
律
力 

㉑学 習：授業中に無駄なおしゃべりをしない学級です。 

㉒生 活：あいさつ、服装、持ち物などについて、学校のきまりを守っている学級です。 

㉓整 理：廊下や教室を整理整頓している学級です。 

㉔校 外：校外でも人の迷惑にならないように考えて行動できる学級です。 

分類ごとのレーダーチャート 
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 ①学校の課題から取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 幼保小連携における「主体性」を育む取組 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」から考える取組 

 文部科学省が幼稚園教育において、育みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な「１０ 

の姿」を以下のように示した。 

 

 

 

 中筋小学校は、幼稚園と小学校がこどもの「主体性」を育むために必要な３つの資質・能力を

提示し、その資質・能力と関わりの深い「１０の姿」を関連付けて仮説を立て、幼保小が一体と

なって主体性を育む実践に取り組んだ。 

１：自信をもち、自分を大切にできる子供を育てる【１０の姿：⑩豊かな感性と表現】 
 ⇒仮説：他者を尊重できるようになる 
２：思いや考えを、「言葉」で、はっきり表現できる子供を育てる【１０の姿：⑨言葉による伝え合い】 
 ⇒仮説：豊かに自己実現を図る人間性を磨くことができる 
３：違いを認め合い、個性を尊重しながら、他者の良いところから学び合う子供を育てる【１０の姿：⑤社会生活との関わり】  

 ⇒仮説：「深い学び」を醸成することができる 

 この３つの力は、特に「特別の教科 道徳」において、その成長の様相を見とることができる

と考え、この視点を踏まえた「保育」「特別の教科 道徳」を中心に実践に取り組んだ。 

〈学校の課題と取組〉 

中筋小学校は、学校が抱える課題の一つである「主体性」を育むために、義務教育開始

前の段階から切れ目なくこどもを支える必要があると考え、幼稚園や保育園と連携した

取組を進めた。こどもの発育を「人の成長」と捉えることで、保育と授業に多くの共通点

があることに気づき、小学校においても「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」

を念頭に授業づくりを工夫し、実践を取り組んだ。 

B⑹親切,思いやり⑽相互理解,寛容 

C⒁よりよい学校生活,集団生活の充実 
中筋小学校 

①健康な心と体 ②自立心 ③協同性 ④道徳性・規範意識の芽生え ⑤社会生活との関わり 

⑥思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑧数量や図形,標識や文字などへの関心・感覚 

⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

⑩豊かな感性と表現 
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こどもの主体性を引き出すための授業づくりの工夫 

 教員がこどもたちの主体性を引き出すために、道徳の授業で大切にしてほしい３点を示した。

具体的な内容を加えて示すことで、教員間での共通理解を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、道徳の授業づくりについて教員間で共通認識を高めるために、研修部が中心となって、

作成した資料をもとに研修会を設けて協議した。また、指導案の作成する時の留意点等を示し、

全ての教員が同じようにポイントを意識できるような工夫をした。 

 加えて、研修部長が定期的に研修通信を教員向けに作成し、こどもの主体性を引き出すための

ポイント等を分かりやすく説明することで、教員の児童理解を深め、力量形成につながった。 

研修部が作成した資料の内容（一部抜粋） 

指導案を作成する時の留意点（抜粋） 

研修部長が作成した研修通信の内容（抜粋） 

  

１． 温かく、優しい、「空気感」、 

そして「安心感」 

・ さわやか「安心感」 

・ 歯切れの良い「返事」 

・ 能動的に「聞く姿勢」 

・ 温かい「反応（リアクション）」 

・ 明るく豊かな「表情」 

2． 「知識として教える」から 

   「つなぎ、育む」授業へ 

・ 「できる子」で進まない「全員参加」 

・ 教師に都合の良い意見だけを取り上げない 

・ 分からないが言える教室づくり 

・ 質問し合える教室づくり 

・ 「正解」よりも「納得解」を 

３． 「対話・話し合い」で、 

   「違いを楽しむ」へ 

・ 書くことで、立場や意見を(自己決定) 

・ 「間違い」と「違い」を区別する 

・ 「対話・話し合い」の時間を設ける 

・ 「統率」から「つなぐ」 

・ 「まかせる」「励ます」「認める」 

 ○ 道徳の授業づくりにおいて、こどもが主体的に学ぶ具体的な姿や教師の望ましい指導

等を、教員に対して書面で提示したり研修会等で話し合ったりすることで、学校が目指

す授業の在り方を教職員全体が理解しやすくなる。また、指導法等を共有することで、

教員同士で相談する内容が具体的な部分に焦点を当てることができ、道徳の授業のより

良い実践につなげることができる。 
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 ①学校の課題から取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自己や仲間の良さに気づく環境づくり 

学年はじめの生徒へのメッセージ掲示  

  年度末に行ったクラスマッチで、生徒が特技を

披露する機会を設けて、習字を特技とする生徒が

書き上げた作品を生かした掲示を翌年度、踊り場

に作成した。「桜梅桃李」とは、それぞれが独自

の花を咲かせることに由来しており、生徒一人一

人の個性を尊重できる集団になろうというメッ

セージとした。また、暦で卒業までの一日一日を

大切にしようと働きかけている。 

 

 行事終了後の生徒によるコラージュ掲示  

  行事終了後に、写真を大量に印刷して学級ごと

に仕分け、生徒が主体的に切り貼りをしてコラー

ジュ掲示を作成する。生徒同士が対話しながら制

作することで、行事でのお互いの頑張りを認め合

う機会とした。 

 

 

いいところメッセージ掲示  

 学級の班の中でペアを決め、お互いのいいところ

をメッセージカードに書き、廊下や階段にポートフ

ォリオ形式で掲示する。学級内だけでなく、他学級

の生徒の良さに気づく機会となる。 

 また、メッセージカードのレイアウトを変え 

ながら、多面的に自分や仲間の良さに気づける 

ような工夫をしている。 

 

〈学校の課題と取組〉 

温品中学校の課題の一つに、全体的に自己効力感（自分ならできる感覚）の低い生

徒が多いことがある。このことから、育成すべき資質・能力に「自己効力感・自己実

現力・協働性」を掲げており、生徒たちの自己効力感向上と仲間の良さに気づくため

の環境づくりから支持的風土を醸成していく。 

A⑶個性の伸長 ⑷強い意志 

B⑻友情,信頼 ⑼相互理解,寛容 
温品中学校 
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卒業までの経過を見える化した掲示 

 ３学年の生徒に、常に成長の軌跡を視覚的に

感じさせ、生徒のモチベーションと学年の一体

感を向上させることを目的として、完成予想図

をイメージしながら桜の掲示物を作成する。卒

業式までに満開になるような計画を立て、メッ

セージを書くタイミングを文化祭（１０月頃）

の前後、冬休み明け、卒業式前に設定し、文化

祭、受験を乗り越えて卒業に向かう過程を表現で

きるようにした。 

  

 

 

 

平和について考える「ねがい」バードのモビール 

 同じ広島市にある大州中学校が作詞作曲した平

和の歌「ねがい」がどのように作成され、世界中に

広がっているのかを紹介する動画を視聴した後、

生徒たちに「ねがい」の歌詞の続きを考えさせる

ことで、平和への思いをどのように歌にのせるか

考えさせる機会を設けた。８月６日の登校日に、

生徒一人一人が作成したバードに歌詞の続きを書

き、そのバードをモビールとして飾った。 

 生徒一人一人の平和に対する思いをかたちとして残して飾る

ことで、いつでも自らの思いや仲間の思いを見直すことができ、

平和学習を一過性のもので終わらせないようにした。それに加

え、生徒の身近な場所である学校の平和を願うことにもつなが

り、生徒同士が認め合い、支え合うためにできることを考える機

会とした。 

 

 

  
〇 前向きな言葉や自分や仲間のポジティブな言葉や写真を日頃から生徒の見える場所に掲示

する等の環境づくりをすることによって「あの時、自分は頑張れた」「次もきっと上手くいく」「仲

間と一緒に成功させる」といったポジティブな思考になりやすくなり、自己効力感や仲間意識を

高めることに繋がります。 

〇 また、生徒の頑張りや努力した過程が分かる掲示物を教室掲示ではなく、廊下や階段、踊り場

等、誰もが見える場所に掲示することで、学級だけでなく、学年や学校全体の生徒が見ることが

でき、生徒の相互理解やモチベーションの向上につながります。 

〇 さらに、教職員が生徒の書いた掲示物から努力した過程を振り返らせ、生徒のモチベーション

を上げるために活用することもできます。 
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 ①学校の課題から取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※⽇本の美しい精神を世界にも発信したいという思いで「おもいやり」を「OMOIYARI」としている。 

○ 「おもいやりをカタチに」プロジェクトの取組 

◇ 活動の流れ                        

学校長の提示した「おもいやり」 

６月と１２月に考える機会をもつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 活動内容 

４
・
５
月 

始業式で学校長が「おもいやり」について講話し、児童に思いや

りの具体的な行動を示す。 

学校運営協議会を経て、「OMOIYARI音楽会」を地域と連携して

「心の参観日」として実施することを決定する。 

「おもいやりをカタチに」プロジェクトの児童計画委員会を立ち

上げ、「OMOIYARI音楽会」の取組について検討する。 

６
月 

児童一人一人に「おもいやりのカタチ」を考えさせ、各自が考え

た具体的な行動を計画委員会が集約し、結果を掲示する。 

７
～  

月 

計画委員会が児童に対して「OMOIYARI 宣言」について説明す

る。 

一人一人の「OMOIYARI 宣言」を Google クラスルームに掲載

し、情報共有する。 

  
月 

「OMOIYARI音楽会」で、「OMOIYARIのうた」を全員で合唱す

るとともに、児童や教師、保護者、地域の代表者が「OMOIYARI

宣言」を発表する。 
  

月 

「おもいやりをカタチに」プロジェクトを終えて、６月に児童に

考えさせた「おもいやりのカタチ」を再度考えさせ、「おもいやり

のカタチ」に対する変化を実感させる。 

〈学校の課題と取組〉 

久地南小学校の課題の一つに、相手との上手な関わり方がある。そのため、学校経

営の重点に「思いやりの心の育成」と「保護者・地域との連携」を挙げている。学校

運営協議会と連携し、「おもいやりをカタチに」プロジェクトを計画委員会の児童が

主体となって取組を進めた。児童に「おもいやり」について考える機会をもうけ、

「OMOIYARI音楽会」を学校と地域が一体となって取り組んだ。 

B⑹⑺思いやり,親切,感謝 久地南小学校 

 集計した「おもいやりのカタチ」について、上位

３つを学年ごとに掲示することで、児童の「おも

いやりのカタチ」に対する共通認識を深め、一人

一人が「OMOIYARI宣言」を考えやすくなる。 

11 

10 

12 
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「OMOIYARI宣言」の取組 

 計画委員会が「おもいやりのカタチ」の集計結果

について発表した後、「OMOIYARI宣言」について

の説明をする。「OMOIYARI宣言」は、これから児

童が実践すると決めた「おもいやりのカタチ」を全

校児童に宣言する取組である。「OMOIYARI宣言」

の締切は設定せず、児童の主体性を尊重し、実践し

たいことが決まった時点で「OMOIYARI宣言」を

用紙に記入させ、担任に提出させる。担任は提出さ

れた用紙を Googleクラスルームに掲載し、全児童

がタブレット等で見られるようにする。 

 

「おもいやり音楽会」の取組 

 学校運営協議会での協議を経て、「心の参観日」

として、久地南小学校に安佐幼稚園、久地保育園、

地域・保護者の方々を招き、音楽会を実施する。音

楽会では、歌手の藤田恵美さんをゲストとして招

き、藤田さんと愛知県の小学生がつくった

「OMOIYARIのうた」を全児童と園児で合唱する。

児童が「OMOIYARIのうた」を事前に練習する際、

歌詞に込められた思いについて考えるとともに、手

話も一緒に覚え、言葉の意味を理解する取組にして

いる。 

 「OMOIYARI 音楽会」では、歌だけでなく、児

童、教師、保護者、地域の代表者が「OMOIYARI宣

言」を発表し、「おもいやり」について地域ぐるみ 

で考える機会を設けた。 

 

「おもいやりのカタチ」の変化 

 ６月に考えさせた「おもいやりのカタチ」を、「OMOIYARI音楽会」の後、１２月に再度、一

人一人に考えさせ、自らの考え方の変化に気づかせる機会を設けたところ、「トイレのスリッパ

をそろえる」「先に相手にゆずる」等、具体的な行動を書く児童が増えた。年間を通して「おもい

やり」について考える機会を設けることで、児童一人一人が自分なりの「おもいやりのカタチ」

を具体的に考え、行動しようという気持ちが育まれた。 

  
 ○ 「おもいやり」という言葉はよく使われているが、学校全体で年間を通じて考えさせ、

それを「カタチ」に示し、評価させる取組をする学校は少ない。「おもいやり」という一

つの言葉に対して、その形を一人一人に考えさせて発表し、共通認識を高めた上で実践

し、振り返りの中で自己の変化に気づかせる取組は、自己理解や他者理解につながり、

支持的風土を醸成させる効果がある。さらに地域と連携した取組にすることで、地域と

の絆や信頼関係を深めることができる。 

音楽会での「OMOIYARI宣言」の様子 
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 ②生徒会を主体とした取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校の目標を統一する「４ＫGoals」の取組 

生徒会執行部を中心とした目標設定  

  己斐中学校の合言葉である「４K（気づく・考える・行動する・関わりあう）」をもとに、生徒

会執行部が中心となって、いじめのない・互いに認め合い・支え合う「楽しい学校」にするため

に「～しよう」という形で１７のゴール（行動目標）を「４ＫGoals」として、生徒会執行部が

作成したピクトグラムを併せて示した。 

   ◇ 「４ＫGoals」１７のゴール（行動目標） 
番号 ゴール（行動目標） 番号 ゴール（行動目標） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

お互いを尊重しよう 

相手の気持ちを考えよう 

たくさんの人と関わり合おう 

みんなで協力しよう 

受け入れる心を持とう 

公平な立場を築こう 

プラス思考プラス発言 

自分らしくいよう 

正々堂々はっきりと 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

苦手をなくして自信に変えよう 

笑顔を増やそう 

自分の良い所を見つけよう 

素直に人を褒めよう 

失敗を受け止めよう 

挨拶をしよう 

周りの人を大切にしよう 

みんなちがってみんないい 

 

「４ＫGoals」を活用した「いじめ防止宣言」＝学級目標 

  「４ＫGoals」をもとに、各学級で「いじめ防止宣言」を決定し、その後、 

全校集会で、各学級の「いじめ防止宣言」を紹介し、その宣言に対して各 

自が自身の行動目標を決めて学級に掲示し、年間を通して取り組む。 

 ◇ 活動の流れ 

    

 

 

 

 

時期 取組内容 

４月 各学級で「いじめ防止宣言」を決定する。 

各自の行動目標を掲げる。 

５月 全校集会で、各学級の「いじめ防止宣言」を発表す

る。 

９月 各学級で前期における「いじめ防止宣言」の取組を

振り返り、後期の取組を検討する。全校集会で、各

学級の成果と課題を発表する。 

３月 １年間の「いじめ防止宣言」の取組の振り返りを行

う。 

〈生徒会を主体とした取組〉 

生徒会を中心に行動目標を「４ＫGoals」にまとめ、「いじめ防止宣言」を軸に、生

徒会を主体とした仕組みづくりや学校環境づくりにおける取組を進め、支持的風土を

醸成していく。 

目標を統一することで、学校全体が同じ意識をもって取組を進めることができ、取

組状況についても振り返りを行いやすい。 

A,B,Cの内容項目全般 己斐中学校 

己斐中学校「いじめ防止宣言」とは 

生徒一人一人が安心して学校生活を送

ることができるよう、いじめ防止や互い

に認め合い支え合うことの意識を高める

ために学級全体で共有し、年間を通して

行動の目標とする宣言。 

４ＫGoalsの⑦をテーマに選び決定した例 



14 

「いじめ防止宣言」の振り返り 

 学級の「いじめ防止宣言」に対して決めた自

身の行動目標を振り返る機会を設ける。この取

組を通して自身の肯定的な変化に気づくこと

で、「自分ならできる」という自己効力感を高め

ることにつながる。 

 

 

 

「４ＫGoals」を活用した毎月の目標設定  

  己斐中学校区の共通の取組である「あ・じ・み・そ（あいさつ・時間を守る・身だしなみ・掃

除）」のレベルアップを目指して、生徒会執行部が中心となり、毎月の目標を「４ＫGoals」のゴ

ールからいくつかゴールを選択し、具体的な行動目標を立てて各学級に掲示する。 

 

 ◇ 毎月の目標例（４月～９月）    

月 「４ＫGoals」のゴール 具体的な行動目標 

４月 ④みんなで協力しよう 

⑮あいさつをしよう 

・気持ちの良いあいさつをしよう 

・着ベルを意識して行動しよう 

・服装を正して生活しよう 

・掃除を全員でしよう 

５月 ④みんなで協力しよう 

⑭失敗を受け止めよう 

・互いに声かけしよう 

・キャンペーンの反省を活かそう 

・時間に余裕をもって行動しよう 

・時計を見て生活しよう 

６月 ①お互いを尊重しよう 

③たくさんの人と関わりあおう 

④みんなで協力しよう 

・自分から率先して動こう 

・体育祭の練習に積極的に参加しよう 

・ポジティブな声かけをしよう 

・体調管理をしっかりしよう 

７月

８月 

③たくさんの人と関わりあおう 

⑪笑顔を増やそう 

⑮あいさつをしよう 

・笑顔であいさつしよう 

・自らすすんであいさつしよう 

・たくさんの人とあいさつしよう 

９月 ⑦プラス思考 プラス発言 

⑩苦手をなくして自信に変えよう 

・気持ちを切り替えよう 

・マイナス発言を減らそう 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「４ＫGoals」のように、学校全体で統一したものがあれば、「〇番のゴール」という

共通言語で話ができるため、学校での意識統一がしやすくなります。 

〇 「いじめ防止宣言」の決定や毎月の目標設定を教師主導ではなく、生徒主体で行うた

め、生徒が前向きに行動しやすい環境をつくることができます。 

〇 具体的な行動目標が設定されているため、教員も生徒同士も一人ひとりの言動を評価 

 しやすく、できているかどうかを生徒にフィードバックすることで、肯定的な評価を受 

けた生徒は、望ましい言動をしようという動機づけに繋がります。生徒への肯定的な評 

価をフィードバックし続けることが、支持的風土を醸成させることに繋がります。 
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 ②生徒会を主体とした取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「ルールメイキングプロジェクト」の取組 

「ルールメイキングプロジェクト」のメンバー構成と大切にしたい３つのこと  

  生徒会執行部が新体制になった後、教師から２年生を対象に「ルールメイキングプロジェクト」

のメンバーを募集するための説明をする。メンバーは生徒会執行部５名、２年生（来年度３年生）

の代表４名、教員の代表で構成され、このプロジェクトで大切にしたいこととして「①校則見直

しには根拠が必要②『入試の時だけちゃんとする。』ではよくない③生活のしづらさの改善は必

要」ということを全体に説明した上で、プロジェクトメンバーを募集する。 

 

「ルールメイキングプロジェクト」の進め方 

  毎月の生徒会の生活目標に対する振り返りシートに、校則について見直した方がいい内容とそ

の理由について記述できる項目を設け、全ての生徒が校則について考えている。生徒から校則見

直しの要望があれば、プロジェクトメンバーは校長室で会議を行い、要望があった議題に対して

話し合いを行う。必要に応じて全校生徒にアンケート調査等を行い、全校生徒の意見も参考にし

て、プロジェクトメンバーが校則の見直しを行うかどうかについて話し合い、校長に具申する。 

 

  ◇ 過去の「ルールメイキングプロジェクト」で採用した一例「生徒版クールビズ」の流れ 

   【※ 会議＝ルールメイキング会議、メンバー＝プロジェクトメンバー】 

１．生徒の振り返りシートから、「夏季にネクタイ、リボンを外して長袖シャツやブラウスを

着たい」という「生徒版クールビズ」の要望が出る。 

２．会議でメリットとデメリットを出し合う。デメリットとして、ブラウスの第１ボタンを

外すと首元が大きく開くことが挙がり、メンバーが、この点について校則見直しを進め

るかどうか判断に悩む。 

３．会議の結果、メンバーが全校生徒に朝のテレビ放送で「生徒版クールビズ」について説

明し、「生徒版クールビズをやってみたいですか。」というアンケートをとる。 

４．アンケートの結果、過半数の生徒が「やってみたい」と回答したため、会議でお試し期

間（２週間程度）として「生徒版クールビズ」を実施することを決定する。お試し期間後

に再度アンケートを実施し、生徒のアンケートの結果をもとに採用するか決定する。 

５．２回目のアンケートで９５％の生徒が賛成と回答する。会議の結果、「生徒版クールビズ」

を採用する。実施期間や想定される問題への対策等を協議する。 

６．メンバーが全校生徒に朝のテレビ放送で「生徒版クールビズ」の採用について説明する。 

〈生徒会を主体とした校則見直しの取組〉 

五日市観音中学校は校則の見直しを行う際、「ルールメイキングプロジェクト」のメ

ンバーを中心に校則を見直していく。教員が校則を決めるのではなく、生徒が主体的

に校則を見直すことで学校生活への主人公意識を持ち、ルールを守ることへの責任感

を持つことにつながることを目的とした取組である。 

C⑽遵法精神,公徳心 五日市観音中学校 
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ルールメイキング会議で協議した内容を伝える「ルールメイキング会議通信」（教員配付用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 取組を継続していく中で見られた生徒の変化 

 校則に対する生徒の意識の変化 

  「ルールメイキングプロジェクト」が学校に定着してくると、校則に対して文句を言って訴え

るのではなく、「ルールメイキングプロジェクトに出してみよう」と校則の見直しについて前向

きな気持ちをもって行動に移す生徒が増え、このプロジェクトの目的である「学校生活への主人

公意識を持つ」ことにつながっている。また、生徒の意見で校則が変わっていくことで、生徒か

ら「みんなで決めたルールを守っていけるよう呼びかけよう」等の声が上がり、もう一つの目的

である「ルールを守ることへの責任感を持つ」ことにもつながっている。 

相手を意識した発言の増加 

  ルールメイキング会議中、生徒から「○○の理由で採用したいけれど、△△の立場から考える

と納得しないよね」と自分の意見だけなく、それぞれの立場になって考える発言が増加している。

また、会議を重ねることで、生徒から様々なアイデアや意見が生まれるようになり、学校の代表

として責任感のある発言が増加した。 

保護者の意識の変化 

「ルールメイキングプロジェクト」を保護者に対しても周知することで、保護者から学校に対

して校則に関する苦情は減少した。生徒の意識の変化によって、家庭で発言する内容も変化し、

保護者の意識も変化していると考えられる。 

また、保護者説明会で、新入生の保護者にも生徒が将来、社会で活躍する主体となることを目

指していることを説明し、理解してもらっている。 

 

    

  
〇○ 生徒たちが主体的に校則を見直すことで、生徒一人一人が校則を「他人事」ではなく

「自分事」として考える機会となり、学校生活への主人公意識を高めるきっかけとなる。 

 〇 生徒たちで主体的に校則を見直す風土が醸成されていけば、生徒一人一人がルールを

守ることの大切さを自覚し、校則を守ろうとする意識が高まる。さらに教員が生徒に対

して校則違反等を指導する際も、生徒の理解がスムーズになる。 

【執行部の氏名】 

【３年生代表の氏名】 

【氏名】 



17 

 ②生徒会を主体とした取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「いじめをなくすための授業」の内容  
  執行部で指導案を作成し、代議員がスムーズに進行できるよう、具体的な内容や台詞を示して

いる。いじめの具体的な場面を２つ提示して、個人で考えた後グループで話し合う機会を設ける。

その後、「各場面における人たちが、本当に仲が良いと言えるか」を中心発問とし、考える機会

を設ける。最後に各自で「仲間と上手な関係を築くためにとるべき行動」を考える。 

 
生徒が考えた指導案（抜粋）と学級で意見交流したいじめの場面①② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈生徒会によるいじめ防止に向けた授業〉 

宇品中学校は、生徒会執行部が中心となって「いじめをなくすための授業」をつくり、

道徳の授業として実施している（取組の全体の流れは実践編Ⅱ参照）。 

今回の実践編Ⅲでは、実施した授業の具体的な内容やその後の取組について紹介する。 

A⑴自主,自律 B⑼相互理解,寛容 

C⑾公正,公平,社会正義 ⒂集団生活の充実 
宇品中学校 

 



18 

２つの場面とも学校生活でよくある設定となっており、中心発問に対して生徒から多様な意見

が出ることで、自らの考えだけでなく、他の生徒がどのようにその出来事を捉えているかを知る機

会となり、自己理解と他者理解を深める内容になっている。 

ワークシートの内容（抜粋）と各グループの意見はホワイ

トボードで示し、全体で共有する。 

 

○「いじめをなくすための授業」後の取組 

 授業終了後に、生徒全員にアンケートを

とり、各学級の代議員が集計する。代議員

は集約したアンケートから、良い意見を拾

い上げて執行部に提出し、執行部は学校全

体にフィードバックする。 

  また、授業の中で各自が「仲間と上手な

関係を築くためにとるべき行動」を記入し

たカードを各学年で貼り付け、文化祭の生

徒会の展示として披露する。その後も、学

校の踊り場に掲示して生徒一人一人の意

見を見ることができるようにし、学校全体

で、より良い人間関係を築くために必要な

行動に対する共通理解を図る。 

 

 

 「常勝、常笑、常昇」は令和６年度生徒会スローガン 

 

    

  〇 この授業のポイントは、本授業の内容を生徒自身で考え、各学級の代議員が本授業

を行うことである。生徒が考えた授業だからこそ、授業を受ける生徒達は仲間のため

に授業を真剣に受けようと努め、いじめに対する多様な意見を知ることによって、自

分の考えだけではなく、相手の考えも理解する必要性に気づくきっかけとなる。 

○ アンケートの内容や一人一人の「仲間と上手な関係を築くためにやるべき行動」を

知ることによって、「相手がされて嬉しい行動」の幅が広がり、より良い人間関係を築

くためのソーシャルスキルの獲得につながる。 
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 ②生徒会を主体とした取組を考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「いじめについて考えよう」の内容  
  執行部が放送室から各学級に一斉放送し、作成したスライドとワークシートを使って授業を行

う。一斉放送をもとに、各学級の代議員がサポートしながら授業を進める。 

  

◇ 授業の流れ 

活動 活動の具体的な内容 

いじめについて

考える 

「Aさんが数学の問題を一生懸命に考えていたところ、近くの席の Bさん

と Cさんが Aさんに解き方と答えを教えた。Aさんは、あと少しで正解に

たどりつくところであり、二人から答えを聞いた後、泣き出した。」 

この場面がいじめかどうかを個人で考えた後、グループで考える。 

いじめの定義を

理解する 

いじめの定義の説明を聞き、相手が苦痛を感じるかどうかは、周囲からわ

かりにくいものであるということを理解する。 

絵本の内容から

いじめを考える 

絵本「わたしのせいじゃない ーせきにんについてー（岩崎書店）」の内容

から、「あなたがこのクラスにいたらどうするか」をグループで交流した後、

個人で考える。 

いじめに発展しや

すい要因を考える 

いじめが発展しやすい要因（図１）を提示し、特にいじめに発展しやすい

要因をグループで考え、３つ選ぶ。 

特にいじめに発

展しやすい要因

を理解する 

特にいじめに発展しやすい内容を理解する。 

【生徒が考えた、特にいじめに発展しやすい要因は図１の番号⑤,⑩,⑪】 

※ 広島市 PTA協議会主催「いじめ防止プロジェクト」資料を参考 

このことから、いじめは見つけにくいものであると理解する。 

いじめ防止につ

いて考える 

「いじめが起こらないようにするためにできること」を個人で考えた後、

グループで考える。代議員はクラスの意見を書いたワークシートを執行部

に渡す。 

いじめ防止につ

いて理解する 

執行部は、各学級の意見を集約する間に、「１万人がいいね！した 心ゆさ

ぶる本当の話(KADOKAWA)」のいじめを発展させなかったエピソードを

紹介する。 

（集約ができ次第）各学級の「いじめが起こらないようにするためにでき

ること」を共有する。 

〈生徒会によるいじめ防止に向けた授業〉 

瀬野川東中学校は、令和５年度に、執行部が学校を良くするためには何が必要かを考えた

結果「いじめをなくすための取組」としていじめ防止をテーマにした授業を計画、実施し

た。令和６年度、本授業をさらに良いものにするために、執行部が教職員や生徒と話し合っ

たり、PTA 協議会が主催する「いじめ防止プロジェクト」に参加したりして学んだことを

もとにスライドとワークシートを作成し、授業を実施した。 

A⑴自主,自律 B⑼相互理解,寛容 

C⑾公正,公平,社会正義 ⒂集団生活の充実 
瀬野川東中学校 
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図１ いじめに発展しやすい要因と授業ワークシート（抜粋） 

 執行部の生徒たちが、広島市 PTA協議会主催の「いじめ防止プロジェクト」に参加し、学んだ

ことや学校の生徒に考えてほしい内容等をまとめ、授業の内容やワークシートに取り入れた。 

 

 

○「いじめについて考えよう」後の取組 

 各クラスの「いじめが起こらないようにするためにできること」を集約した内容について、生

徒朝会で生徒会執行部が説明するとともに、その後も２週間に１度の生徒朝会でいじめ防止につ

いての啓発活動を行っている。多数回答のあった意見だけでなく、一人一人から出た意見を大切

にすることで、いじめ防止の新しい視点に気づくことができる。 

いじめが起こらないようにするために今日からできること【各学年の回答から抜粋】 

１学年 ２学年 ３学年 

悪いところではなく、良いとこ

ろを探す 

社交的な態度（コミュニケーシ

ョン等）をとる 

助けを求められる雰囲気と、い

じめが起きにくい雰囲気を作る 

大人や友達に相談する 個性を認め合う 自分がされて嫌なことをしない 

みんなで仲良く、平等に接する 言葉づかいに気をつける 上下関係をつくらない 

避けない、人につられない 一人一人を大切にする 発言に責任をもつ 

アンケートは正確に書く 考えて動く 近寄りがたい雰囲気を出さない 

自分を見つめ直す まわりに目を向ける いじめといじりの区別をつける 

 

○ 一斉放送を活用することで、執行部の考えや思いを同じ熱量で全クラスに伝えるこ

とができる。また、絵本や漫画を活用し、生徒がいじめやその防止の例を理解しやす

くなるよう工夫している。 

○ 生徒が、「いじめ防止プロジェクト」等に参加し、他校の生徒と意見交流をするこ

とで、他校の取組を具体的に知ることができ、自校の取組について新しい視点から考

えることができる。 


